
 

 

 

 

 

 

２０２６年３月７日(土)に、代々木公園Ｂ地区において、

「さようなら原発全国集会」 が行われ、ＪＲ東労組横浜地本

からも参加し、全体では８５００人が結集しました。 

集会では、東日本大震災が発生してから１５年が経過し、

福島第一原子力発電所の事故の影響で、現在もなお避難

指示区域により、多くの住民が自宅に戻れていない現実が

訴えられていました。地震大国日本で、ひとたび大地震があ

れば原発が事故を起こし、その影響で当たり前の生活がで

きなくなることから、参加者全体で原発に依存せず、再生エ

ネルギーへ転換した社会をつくり出していこうと確認しました。 

ＪＲ総連の仲間とともに代々木公園から出発し、原宿駅前、 

表参道、国道２４６を通り、街ゆく人々に「原発はいらない！ 

NO を突きつけていこう！」 と訴えました。 
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